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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

◎総務課・広報係

      ☎０２９－８８５－０３４０内線２０５

美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

村
内
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

村
内
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　１２月１６日、抜けるような青空のもと「第６回霞

ヶ浦湖畔ウォーキング」が開催されました。村文

化財センターを発着地点に、霞ヶ浦湖畔を周遊す

る１２．５㎞のコースです。また、今回は村のウォー

キング教室との合同開催とし、同教室の講師であ

る根本さん（２００３年世界陸上競歩２０㎞日本代表選

手）にも参加いただきました。６６名が参加され、

スタート前には「こんなに長い距離を歩いたこと

がないので不安」という声も聞かれましたが、先

生の指導を受けながら全員が完歩しました。

　第１０回茨城県県南チャレンジ日立杯サッカー大

会が１２月９日・１０日に土浦市新治運動公園、かす

みがうら市わかぐり運動公園で開催され、フリー

ダムサッカークラブが３年ぶり２回目の優勝を果

たしました。県南地区４年生以下の４０チームが熱

戦を繰り広げるなか、普段の練習の成果を遺憾な

く発揮することができました。

　

髙
橋
和
美
（
か
つ
み
）
さ
ん
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
村
の
保
健
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
や
木
原
小
学

校
等
、
公
共
施
設
の
調
理
室
の
包

丁
を
研
ぎ
続
け
１３
年
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
の
評
議
委
員
を
務
め
て
い

た
こ
と
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
男
の
料
理
教
室
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
こ

の
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

と
に
か
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
好

き
と
い
う
髙
橋
さ
ん
、
包
丁
だ
け

で
な
く
、
壊
れ
て
い
る
も
の
を
直

し
た
り
、
地
区
内
の
ゴ
ミ
箱
の
蓋

を
取
り
付
け
た
り
し
て
く
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
常
に
目
的
意
識
を

持
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
」
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

髙
橋
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

フリーダムサッカークラブは、サッカー好きの

仲間を歓迎します。（年中～小学４年生まで）

☎０９０－４０７４－７７９９（代表・中根）

　

１２
月
１９
日
、
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
塚
本
光

司
会
長
・
会
員
２６
名
）
が
大
谷
小
学
校
で
「
薬
物
乱

用
防
止
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
６
年

生
児
童
は
口
頭
で
の
説
明
と
映
像
で
薬
物
の
危
険
性

に
つ
い
て
学
習
し
た
あ
と
、
代
表
児
童
が
前
に
出
て
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
扮
す

る
薬
の
売
人
か
ら
の
誘
い
を
断
る
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
地
域
単
位

等
で
結
成
さ
れ
る
社
会
奉
仕
団
体
で
、

今
回
の
よ
う
に
児
童
を
対
象
と
し
た

啓
発
活
動
や
、
地
域
の
美
化
、
献
血

・
献
眼
運
動
等
、
社
会
の
た
め
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
を
重

点
活
動
に
設
定
し
て
お
り
、
毎
年
村

内
の
す
べ
て
の
小
学
校
に
赴
き
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
道
な
活
動
が

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
に
繋
が

る
と
い
い
で
す
ね
。

霞ヶ浦湖畔ウォーキング霞ヶ浦湖畔ウォーキング フリーダムＳＣ県南日立杯優勝フリーダムＳＣ県南日立杯優勝

包
丁
を
研
い
で

　
　
　
　
　

１３
年
！

包
丁
を
研
い
で

　
　
　
　
　

１３
年
！
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　１２月１９日、木原小学校が金銭教育の一環として行って

いる「キッズ☆カンパニー」の社長である６年生４名が

村長室を訪れ、村産業文化フェスティバルで得た売上金

の一部１１，３６６円を「税金」として村に寄付しました。

　この取組は美浦村商工会青年部等の協力のもと４年前

から行われており、今年は６年生４１名が４つの模擬会社

を設立し、材料の栽培から商品の企画・販売まで、現実

さながらの事業活動を行いました。児童たちは「会議を

して会社がなぜまとまらないのかを話し合い改善した」

「ホットケーキミックスは１袋で作れる数が毎回違うか

ら材料の計算が大変だった」等、経験したことや気付い

たことをしっかりと報告しました。中島村長は「将来を

見据える学習になったのでは。みなさんの将来に大きな

期待を抱いています」と言葉をかけていました。

キッズカンパニー社長が納税にキッズカンパニー社長が納税に

酔
っ
た
ふ
り
し
て
座
を
盛
り
上
げ
る
下
戸
の
親
父
の
隠
し
芸　
　
　

田
島
草
実

酔
っ
て
帰
れ
ば
気
遣
い
み
せ
た
妻
も
今
で
は
高
い
び
き　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

酔
え
ば
陽
気
に
歌
な
ど
歌
い
醒
め
り
ゃ
無
口
な
昭
和
父　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

酔
い
が
言
わ
せ
る
夫
の
愚
痴
を
受
け
て
優
し
く
包
む
妻　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

せ
め
て
酔
い
た
や
楽
し
き
夢
に
音
色
寂
し
き
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　

山
口
壱
路

酔
い
が
乗
せ
て
く
故
郷
の
空
に
飯
場
男
の
夢
の
中　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

酔
っ
た
ふ
り
し
て
あ
な
た
の
胸
に
夢
は
無
情
に
覚
め
て
消
え　
　

長
谷
川
悦
子

ジ
ャ
ン
プ
、ス
ピ
ン
と
華
麗
な
演
技
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
酔
い
し
れ
る　

伊
藤
葉
子

酔
っ
て
炬
燵
に
背
中
の
丸
い
偲
ぶ
父
母
初
夢
の
中　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

気
品
あ
ふ
れ
て
格
調
高
い
舞
い
の
姿
に
酔
い
痴
れ
る　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

酔
い
は
一
晩
後
悔
一
生
妻
の
言
葉
を
か
み
し
め
る　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

好
き
な
仲
間
と
音
楽
談
議
酔
い
も
手
伝
い
盛
り
上
が
る　
　
　
　
　

木
村
幸
子

酔
っ
て
討
論
在
り
し
日
笑
う
同
じ
話
で
笑
い
合
う　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

仕
事
疲
れ
も
一
杯
飲
み
屋
徳
利
増
え
れ
ば
酔
い
心
地　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

電
車
下
り
た
ら
北
風
受
け
て
酔
い
が
す
っ
か
り
覚
め
ち
ゃ
っ
た　

武
田
か
ず
お

観
音
の
咫
尺
に
侘
助
燃
え
盛
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

騎
初
の
馬
衣
び
ょ
う
び
ょ
う
と
筑
波
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

持
ち
帰
る
み
く
じ
大
吉
叶
う
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

門
松
や
侘
び
し
我
が
家
を
飾
り
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

躙
り
口
そ
ろ
り
和
の
人
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
藻
人

竹
馬
の
後
ず
さ
り
し
て
道
教
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

去
年
今
年
憂
き
こ
と
す
べ
て
置
き
去
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

あ
ら
ど
う
も
一
声
か
け
て
除
夜
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ふ
じ
え

初
場
所
や
尽
き
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
国
技
泣
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

年
明
け
て
絵
文
字
メ
ー
ル
の
お
め
で
と
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

石
地
蔵
誰
が
供
ふ
か
飾
り
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

初
筑
波
福
分
け
受
け
る
日
差
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

静
か
な
り
初
嘶
き
や
美
浦
の
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
美
也
香

寒
く
と
も
毎
月
に
っ
こ
り
石
地
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
酔｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

こ

ぞ

こ

と

し し

せ

き

わ

び

す

け

の

り

ぞ

め

に

じ

ぐ

ち

そ
な

は
つ
い
な
な

ゆ
　

め

ば
　

い

ち

ち

は

は

美
浦
村
消
防
出
初
式

美
浦
村
消
防
出
初
式

◎
茨
城
県
知
事
表
彰　

永
年
勤
続
功
労
章
２０

年

葉
梨　

雅
人
（
第
１
分
団
）
、
宇
津
木　

俊
博
（
第
２
分

団
第
２
部
）
、
塚
本　

真
一
（
第
２
分
団
第
２
部
）
、
坪

井　

健
治
（
第
２
分
団
第
３
部
）
、
坪
井　

悟
（
第
２
分

団
第
３
部
）
、
沼
崎　

正
宏
（
第
２
分
団
第
４
部
）
、
坂

本　

克
裕
（
第
４
分
団
第
２
部
）
、
堀
越　

浩
治
（
第
７

分
団
第
１
部
）
、
平
野　

総
雄
（
第
７
分
団
第
２
部
）
、

坂
本　

賢
一（
第
１０

分
団
）
、
谷
畑　

広
行
（
第
１０

分
団
）

◎
茨
城
県
消
防
協
会
県
南
南
部
支
部
長
表
彰

　

消
防
特
別
功
労
者　
　
　
　

指
導
員　

坂
部　

正
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員　

諸
岡　

稔
征

◎
第
６８

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南

　

南
部
地
区
大
会
表
彰

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
３
位　
　
　
　

第
４

分
団

◎
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団　
　
　
　
　
　
　

第
４

分
団

◎
消
友
会
会
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団　
　
　
　
　
　
　

第
４

分
団

◎
美
浦
村
長
表
彰　

優
良
分
団　
　
　
　

第
４

分
団

◎
美
浦
村
長
並
び
に
美
浦
村
消
防
団
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団
員
表
彰　
　
　

第
４

分
団
２１

名

《
敬
称
略
》

　

１
月
６
日
、
光
と
風
の

丘
公
園
で
美
浦
村
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
村
消
防
団
員

や
い
な
ほ
消
防
署
員
ら
約

２
７
０
名
が
参
加
。
姿
勢

・
服
装
・
規
律
的
な
動
作

等
を
来
賓
に
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
活
動
功

労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ

左
記
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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おめでとう　美浦所属馬　Ｊ・ＧⅠ　制覇！おめでとう　美浦所属馬　Ｊ・ＧⅠ　制覇！

　平成２９年１２月２３日、中山競馬場（４１００ｍ・芝コー

ス）で行われた第１４０回中山大障害において、美浦

トレーニング・センター和田正一郎厩舎所属のオジ

ュウチョウサン号が２連覇を達成しました。

　中山大障害２連覇、Ｊ・ＧⅠでは４連覇のかかっ

た今回のレース。序盤から先頭馬が後続を大きく引

き離し、後続がそれを追いかける形となりましたが、

障害を華麗に飛越しつつ、ゴールに近づくとともに

徐々に差を詰める。最終コーナーを回ったところで

はまだ差が開いていましたが、ゴール前で一気に加

速し先頭の馬をかわしてゴール。見事優勝しました。

　担当の長沼厩務員は、「もともと頭が良い馬で、パ

ワー、スピードも以前と変わらずという感じでした

が、ケガの影響が若干心配でした。馬をゲートに入

れた後は勝利を信じて、ラジオを聞いていましたが

正直先頭の馬までは届かないかと思いました。後で

映像で見たら、ゴール前で感動的に抜いてくれてい

ました。今後も感動したと皆さんに言ってもらえる

ようなレースを見せられるよう日々努力をし、良い

状態で望んでいきたい。」と語ってくれました。今後

は、馬の体力と脚の回復を優先してレースに望んで

いければとのことです。オジュウチョウサン号の今

後ますますの活躍が楽しみですね。

オジュウチョウサン号「第１４０回中山大障害」「第１４０回中山大障害」

長沼 昭利 厩務員和田 正一郎 調教師 石神 深一 騎手

美浦トレーニング・センターの開設４０周年を記念した「美浦ステークス」が中山競馬場（千葉県船橋市）

で開催されます。例年１２月に開催されておりましたが、今年は３月に開催されます。「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

美浦トレーニング・センターの開設４０周年を記念した「美浦ステークス」が中山競馬場（千葉県船橋市）

で開催されます。例年１２月に開催されておりましたが、今年は３月に開催されます。「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方

　　　　　　※ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りますが、年齢要件はありません。

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。

　　　　　　※お一人様につき１回のご応募のみ有効です。

・往信表面　〒３００－０４９２美浦村大字受領１５１５　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係

・往信裏面　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、同伴者の氏名・
　　　　　　住所・年齢

・返信表面　応募者の郵便番号、住所、氏名　・返信裏面　何も書かないでください。

◇応募締切　２月２８日（水）必着

◇問 合 せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０　※当落に関するお問合せには応じられません。
◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方

　　　　　　※ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りますが、年齢要件はありません。

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。

　　　　　　※お一人様につき１回のご応募のみ有効です。

・往信表面　〒３００－０４９２美浦村大字受領１５１５　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係

・往信裏面　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、同伴者の氏名・
　　　　　　住所・年齢

・返信表面　応募者の郵便番号、住所、氏名　・返信裏面　何も書かないでください。

◇応募締切　２月２８日（水）必着

◇問 合 せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０　※当落に関するお問合せには応じられません。
往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定

美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？

※役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選者への返信ハガキでお知らせします。※役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選者への返信ハガキでお知らせします。


